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【 症例 】75 歳女性．原疾患；腎硬化症，透析歴 24 年 7 か月． 
【 主訴 】胸部症状と呼吸苦． 
【 現病歴 】透析待合室で待機中に呼吸苦胸，胸部症状，両頸部痛，左肩痛と血痰を認めた．

頚静脈の怒張を認めたが湿性ラ音は聴取されなかった．非シャント上肢の血圧  202/98 
mmHg, Sp02 (room air)  96%，心電図や採血では虚血を疑う所見はなく胸部 X 線では心

不全を呈していた． 
【 経過 】直ちに血液透析を施行し除水により症状はほとんど消失したが，少量の血痰と両

頸部痛は残存した．血痰の精査目的で行った単純 CT で上行大動脈壁の三日月型高吸収を認

め，造影 CT で偽腔開存型急性上行大動脈解離と診断され緊急手術が施行された． 
【 考察 】同時に複数部位に痛みを訴える場合は大動脈解離も考慮する必要があり，本症例

では先行した単純 CT が診断に有用であった． 


